
岐阜県におけるマツ類の枯損分布について(第1報 )
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ェ は じ め に

近年 、マツノザ イセンチュウによるマツ類の枯損が太平洋沿岸を中心にはぱ全国的に蔓延 し木材資

源及び森林の保健休養的観点か ら問題 となってい

盈i森 本にようこの被害木が瑞浪市で確隷 されたが、
岐阜県においても昭和 48年 にはじめて浜 ・小所

その後被害区域は急速 に拡大 し、現在では東濃地域か ら西濃地域 までの広い範囲に及んでいる。

このように被害が拡大の傾向にあるマツ類の結損がマツノザイセシチュウによるものか どうかが行

政的に大 きな問題 として昭和 50年 度に取 りあげ られた。そこで、被害実態の把握及び被書の拡大の

傾向を推定する目的 で 、昭和 51～ 52年 度の 2か年間においてマツノザイセンチ ュウ校害実態調査

を実施 したところ 23の 知見を得た。

この調査にあたっては 、マツ類枯損の情報の収集が基礎 となったが、各関係県事務所の協力を得た。

なお 、この調査を実施するに当たう農林省林業試験場保護部昆虫第 2研究室長野劇輝博士 ・同遠田

技官には終始 ご指導を賜わつたので ここに厚 くお礼を申し上げたい。

2 試  験  方  法

2.I マ ツ類の結損情報の収集と林分調査

昭和 51年 4月 にあらか じめ各県事務所に対 して、マツ類の枯損 に関する情報収集を依頼 したが、

これ らの通報に基づき同年 5月 か ら7月 にかけて現地調査を行 なった。ただし7月 以降被害発見林分

に対 しては翌年の 2～ 3月 にわたってまとめて調査を行ない試料 を採取 した。

次に、昭和 52年 度ではこれまで発生のみ られなかつた市町村のみを対象に 4月 か ら11月 にかけ

て調査を実施 した。

林分調査は 5～ 10本 の立木について胸高直径を測定 した。マッノザイセンチュ

は5～ 6本 の個体か ら採取 した。採取位置は胸高直径位置において140筋 刃ハン ド

ウ分離鑑定用試料

ドリルで木質細片

を採取 した。

*現 林政部経営普及課
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2.2 氏 ″ノザイセンチユウの分離鑑定

採敏 した試料についてペールマン法でザイセンチュウを分離 し、マツノザイセンチュウ類の有無及
び種名の鑑定を行なった。

昭和 51年 度に採取 した材片についての分離鑑定は農林省林業試験場昆虫第 2研究室へ依頼 したが、

昭和 52年 度の ものについては当林業 センターで行なった。

2.5 調 査実施市町村

2年 間にわたり調査 した市町村は総数で29市 町村である。このうち、美濃加茂市 ・瑞浪市 ・土岐

市 ‐多治見市 。関市 ‐各務原市 ・美濃市 ・岐阜市 ・大垣市 ・金山町 ・武儀町 ・七宗町 ・白川町 ・八百

津町 ・御嵩町 ・兼山町 ・可児町 ・坂祝町 ・富加町 ・大野町 ・乗井町 ・養老町 ・谷汲村の23

表 -1 岐 阜県におけるマツ類分布面積
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マツ 林

面  積

マツ 林

面積割合
地  域 主要市町村 林地面積

マツ林

面  積

マツ林

西南濃

2982'

垂 井 町

南 濃 町

上石津町

関 ケ原町

831仔

3つ54

1 0 5 7 9

& 8 0 9

押81

8 1 5

6 0 8

3 8 6

25%

27

6

9

加 茂

施
11415

白 川 町

八百津町

争点環寺J口姉

坂 祝 町

2い8砕

1は368

3356

538

2236

1354

367

3伊ユ2 1 5 %

2 2

4 0

6 8

1.625

斐揖 谷 汲 村

揖斐サl i 1 8」

大 野 町

春 日 村

6 2 5 0

2 1 3 0

5 6 4

1 6 4 2 6

5 2 3

3 9 0

3 8 4

1 1 0

8

18

59

1

可 児

3ュ7 1

御 嵩 町

可 児 町

兼 山 町

3お15

島533

171

1 4 5 4

8 6

8 6

4 0

2

5 0

844

巣本 本 巣 町

根 尾 村

糸 貫 町

ユ921

2母377

21

766

68

9

2 0

0

4 3

土 岐

10,586

輪 浪 市

土 岐 市

多治見市

笠 原 町

12662

7846

4781

439

4 5 1 o

島53 4

2 2 7 3

2 6 9

3 6

4 5

48

6 1

山 県

3861

高 富 町

美 山 町

伊 自良村

2 5 9 6

1島6 8 6

1 8 5 8

1 7 8 7

1 , 1 0 5

9 6 8

69

8

5 2
10,270

那恵 恵 那 市

中津川市

蛭 川 村

福 岡 町

11イ85

13,116

勧624

6,109

2p52

1,39

1,47

1 2 2 0

17

15

34

20

伊奈波

■047

岐 阜 市

各務原市

川 島 町

6 5 2 9

2 2 6 6

3 5

5 2 2 0

1打97

3 0

8 0

7 9

8 6

田益

41162

下 呂 町

金 山 町

萩 原 町

小 坂 町

1 5 1 2 6

1ら0 2 8

10267

7 8 6 2

1か7 0

l p 8 6

768

860

11

7

7

5

武 儀

8286

関  市

美 濃 市

武 儀 町

上の保村

4お10

岳682

5657

42轟

3 0 3 3

1え99

L 4 2 2

7 5 5

7 6

17

25

18

飛 騨

6 , 9 牙

高 山 市

国 府 町

宮  村

丹生川村

1明 24

6795

3 2 3 4

1ふ60 5

1438

854

632

397

14

1 3

2 0

3

郡 上

2870

八 幡 町

高 鷲 村

白 鳥 町

和 良 村

22,04

7691

16190

13204

9 2 4

5 2 8

4 7 0

3 0 3

4

7

3

2

林地面積   6877o4

面積計   マ ツ林面積   73946

マツ林面積割合  11%

(林政部経営普及課調べ )
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市町村は昭和 51年 度に、中津川市 ・恵那市 ,関市 ・富加町 ・本巣町 ・糸員町の 6市町村は昭和 52

年度になった。

2.4 被 害発生地域における環境要因解析

マツノザイセンチュウ被害発生地域を環境要因から解析する目的でそれぞれの地域における気温、

降水量及び海抜高を調 らべ校害発生 との関係を検討した。

5 試 験結果 と考察

5.ユ マ ツ林の分布状況

岐阜県におけるマツ類の総面積は73,946ヘ クタールで民有林総面積の約 11%を 占めている。い

まこの面積を各地域別に示せば表-1の ようになる。

本表からもわかる通 り、本県のマツ林は県下全域にわたり分布しているが、マツ林面積の割合いが

高いところは伊奈波 ・山県 ・加茂 ・武儀 ・可児 ・土岐 ・忌那地域で、これ らはいずれも民有林面積の

iほ ぼ 15%～ 90%と 面積が多 く、しかも位置的には本県南部の地域にあたっている。

O  林遣星岳美兵畳伝9替警号唇里陸沓詩笹歓察ふ雰察予滉:尋r繊脅言遼暦揖承衆あ蒼畳晟霊密樫F禄、
本県の主要都市が これ ら地域に散在す るために、環境保全を含めた公益的機能について重要 な役割を

果 している。、

また、その他の地域については飛騨で面積的に多いとい うものの民有林に占めるアカマツ林面積の

割合は各地域 とも3%程 度 と低 く小面積単位で点在 している場合が多い。

5。2 被 害林分の分布

被害実態調査に伴 う調査地の概況並 びにマツノザイセンチュウの検出結果を示 した ものが表 -2で 、

これ らを もとに検出市町村 を図面にプロッ トしたものが図-1で ある。

表 - 2  調 査 地 の 胡 況

Q

調 査 場 所
成育状 況

(胸高直径う 被 著 状 況
ザイセ"らうの
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4 0
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有

無

有

有 来

範

昭和 51年 度調査
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表 - 2  調 査 地 の 概 況  て 続 き )

調 査 場 所 成育状況
(胸高直径)

技 害 状 況
ザイセンチュウ

の検出有無
考備
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〃   ク 、々 禾J

″  春  里
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加茂郡川辺町上川辺

〃 七 宗町野 々古屋

〃 白 川町上油井
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″ 上 の保村本郷

嵐邪市長島町

〃  奥 戸

〃  士 々ケ根

関市保土島

中津川市坂本町

多治見市長瀬町

本巣都本巣町

〃 糸 貫町

加茂郡富加町

可児郡可児町土田

1 8

2 0

2 5
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2 6

4 4

9

1 8
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8 6
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7 0
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3 0
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2 0

2 5
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2 8

2 0

1 8

筋

|

点在で枯死

1本枯死
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点在 で枯死
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点在 で枯死

集団で枯死

点在で枯死

集団で枯死

点在で枯死

1本 格死

集団で枯死

1本枯死

集団で枯死

5本 枯死

1本格死
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1本格死

無

有

範

有

有 来

無

有

無

有

昭和 51年 度調査

昭和 52年 度調査

注 *は ニセマツノザイセンチュウ
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島
プ

昭和 51年 度の調査では瑞浪市 ・土岐市 ,多治見市 ・美濃加茂市 ・各務原 市 ・坂祝町 ・御嵩町 ・可

児町 ・八百津町 。大野町の 10市 町か ら、昭和 52年 度は恵那市 ・中津川市 ,関市 ・本巣町 ・糸員町

富カロ町の 6か町村か らそれぞれマツノザイセンチ ュウが検出され マツノザイセンチュウによう汚染 さ

れていることが判 った。

すなわち、校害は西部の大野町か ら北は関市、東部は中津ナ|1市に及 ぶ広範囲な地域に発生 している

が 、とくに美濃加茂市か ら可児町 ・御嵩町 ・多治見市 ・土岐市 ・瑞浪市にわたる地域の被善が著 しく、

いたるところに集団で枯損 しているマツ林分が見 られた。

被害木は直径9筋 の小径木から70効 にも及ぶ大径木まで含まれているが、直径20筋 から40筋

にわたる範囲のマツ類の枝害がおお く、これらの被害は単木ないしは5～ 6本ずつ集団的に結死して

いるのが多い。

●撰富貯
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図-1 岐 阜県におけるマツノザイセガ・ュウの被害 と40 MB等 量線の分布
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また 、枯損発生 のよ うすは 8月か ら9月 にかけて急激に枯死す るのが圧倒的に多いが、中には 10
～ 11月 になって枯死するもの も見 られた。

枯損範囲の拡大のようすは極 めて速い ことか歌 の事例 で判 る。すなわち、大野町のアカマツ林分の

被害は唯和 51年 6月 調査時点では枯死 しているものはわずかに 10数 本であったが、9か 月経過 し

た昭和 52年 3月 の調査時点 では100本 程度に増加 した。さらに 8か月後の 11月 では被書面積が大巾

に拡大 し枯死本は500本以上になるな どの大 きな被害 となった。また、恵那市 ・中津川市 ・関市 ・富

加町は昭和 51年 度においてはマツノザイセンチ ュウの被害が全 く見 られなかったが、昭和 52年 の

8月 になって急激に枯損本が目立 ちは じめ、とくに恵那市の夜害 はマツ類を主 とした景勝地恵那峡公

園の アカマツ ・クロマツの大径木が 2oO数 本 も枯死 したため大 きな問題 となった。なお、糸貫町の被

害 は庭園樹のアカマツ 1本 が枯死 した ものであるが、これはアカマツ林から数 ″々も離れた地域に単木

に発生 した ものであった。 これ以外に も庭木のマツ類の枯損が数件み られたが、とくに坂祝町の場合

は樹令 200年 (推定 )で直径 70筋 もあるアカマツの例であるが 10月中旬に葉の部分的変色程度の微

害であったものが、翌年の 3月 には完全に枯死 した。この場合は周囲の林地では、すでに数多 くのマ

ツ枯損木がみ られたことか ら、このよ うな場所では とくに注意する必要があることがあらためて確認

された 。

現在 、わが国においてはマツノザイセンチュウ類 は5種 類が確認 され、この うちマツ類を枯死 させ

るのはマツノザイセンチ ュウであることが報告 されている。この調査ではほ とんどが マツノザイセン

チ ュウであったが昭和 51年 度において関市と川辺町か らSP5と 呼ばれるニセマツノザイセンチュウ

が検出 された。本種が検出 された被書木は マツノザイセンチュウの被書 と非常によく似ているので、

今後改 めて調査する必要があるものと思われる。

う.5 マ ツ類の結損と気温 との関係

マツ類の枯損 には気温が大 きな要因であることが 2.8報 告されている。この うち竹 下等 はマツノ

ザ イセンチュウを伝播するマツノマダラカ ミキ リの活動期間 と気温の関係を解析 し、マツノマダラカ

ミキ リの活動期の 6～ 9月 において日最低気温が 18℃ 以上で平均気温 21で 以上の国数 (活動可能

日数 )が 80日 以上の地域 にマツ類の枯損の発生が多い と報告 している。

この調査を もとに同様の解析をここで行 って求めた数値を表 -3の 気温B欄 に示 した。

昭和 51年 度における被害発生地域 と活動可能 日数 との関係は 、各務原市 (皮 寄 り観測所 、岐阜市)

と大野町 (同 ・揖斐川町 )が 80日 以上であるが 、その他の発生地域はいずれ も75日 以上 となって

いる。一方 、海津町のように無被害地 で80日 以上のところも見 られるが県内の北部にい くに従 って

活動 可能 日数 は少な くな り、高山市に至 っては 38日 と極端に少な くなってい る。昭和 52年 度では

この数は極めて大巾に増加 し被書発生地 、無被書地 とも80日 を越 える地域がおお くみられるが、と

くに被害発生地域の各務原市や大野町 は100日 以上となっている。 また、この中には中津川市のよう

にrta和51年 度は 67日 で全 く被害が発生 していなかった地域が、52年 度は87日 となった途端に

被書が発生するなど竹 下等 の報告を端的に裏付けする ような実例 も含まれている。

この 2か 年の調査では 、活動可能 日数については80日 以下 (75日 以上 )の地域か らもマツノザ

イセンチュウの被害が発生 していたが、おお くは活動可能 日数 80日 以上の地域 における被害であすこ。

次 に、竹谷等 はマツノザイセンチュウ被害の発生環境か ら解析 し、マ ツノザイセンチュウ被書 は月

平均気温が 15℃ 以上の月の平均気温 から 15cを 差 し引いた残差を積算 して得た値をMB指 数 と呼

び、この値が 40以 上の地域を発生可能地域 、45以 上を激甚地域 、また40を わずかに下廻 る場合

で隣接地にマツノザイセンチュウ被害地 があると、その地域に も被害が発生すると報告 してい る。

昭和 51年 度、昭和 52年 度における本県のMB指 数を求 め表 -3に 示 したが 、これを等量線 であ

らわ し図 -1に 図示 した。

岐阜県 におけ る4 0MB地 常は、昭和 51年 は海津町 ・大垣市 ・揖斐川町 ・関市 ・美濃加茂市 ・多
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プ

治見市をむすぶ地域であるが 、昭和 52年 は夏期に異常高温 日が何日 も連続 したため、51年 にくら

べ 40MB地 域範囲が大巾に拡大 され南濃町 ・関ケ原市 ・春日村 ・八幡町 ・下呂町 ・白川町 ・中津サ||

市 ・瑞浪市をむすぶ地域 とな った。一方、この期間におけるマツノザイセンチュウ被害は、昭和 51

年は 40MB以 下の地域 (土 岐市 ・瑞浪市 ・八百津町 ・いずれ も39MB)で も発生 したが、昭末臨2

年の被害地域 は
,が

て 40MB以 上地域に包括 された。本県におけるマツノザイセンチュウ被害の発

生は竹谷等の報告 とはほ一致 している。

表 - 3  マ ツノザイセンチュウ被害発生 と気象指数     (6月 ～ 9月 )

項
目

、
　

村

市
町

気 温

A

気 温

B

降 水 量

て6月 ′-9月 )″″
MB指 致

備 考

S51 S52 S51 S52 S51 S52 S51 S52

岐 阜  市 75日 9 8日 89日 103日 1,660 878 42 48 マツノザイセンチュウ

検 出 地 域
美濃加茂市 ″

‘ 8 8
″
‘ 1,181 534

多 治 見 市 64 78 75 1,149 703 48

中津 ナ|1市 `47) (67) 1,113) 679 (31わ

揖斐 ナ| 1 町 71 85 80 100 1,918 828 4 0 50

八百 津 町 1,410 616 39 48

美 濃  市 82 1,892 927 38 43 マツノザイセンケュウ

未検出地域
高 山  市 71 38 1,187 479 3 0

関 ケ原 町 1,621 841

海 津  町 9 0 86 L477 889 4 2

八 幡  町 8 0 73 1,792 839 35

七 宗  町 50 88 78 1,406 803 45

下 呂  町 78 1,858 970 41

春 日  村 41 59 69 1,984

栗 自チl i村 57 L582 808 28

注 気 温 A 平 均気温 21℃ 以 上の日数か ら降水量 107″以上の日数 を差 し引いた回数

気温 B 日 最底気温 18で 以上で平均気温 21で 以上の日数

(  ゝ 被きが発生 しなかつた。

』
フ

-49-



これ ら2つ の気象指数に よって被害発生地域の検討を行なったところ、本県におけるマツ/ザ イセ

ンチ ュウ被害の発生 には気温因子が大 きな相関 をもっていることが確わ)められた 。

5。 4 マ ツ類の結損 と補正気温との関係

また、竹下等は13)で求めた活動可能 日数 を強 い雨によって補正 した指数を求 めている。すなわち、

強 い雨が降るとマツノマダラカミキ リが行動できな くなることを考慮 して雨量 1077以 上の日数を(3)

の活動可能 日数か ら差 し引 いて行動可能 日数 とし、その行動可能 日数が 70日 未満
石ゃ

校害がな く、

70日 から80日 の地域で軽微被害が、80日 以上の地域で激害があらわれると報告 している。

この調査期間中におけるマツノマダラカ ミキリの行動可能 日数を調べたのが表 -3の 気温A欄 に示

す とお りであ る。

岐阜県においては、昭和 51年 度に多治見市や八百津町 で行動可能 日数が 64日 で被害があらわれ

ているが、これはこの年の 9月 は降雨日が多 く、しかも平年に くらべ気温が低 くかったことと、また

9月 はすでにマツノザイセンチュウがマツノマダラカ ミキリか らマツ材内に移動 し終 った後なので、

この時期の降雨や気温は被害 にはあま り関係なかつたのではないかと推測 される。これが、マツノマ

ダラカミキ リの活動最盛期の 7月 だったら被害があ らわれないことも予測 される。

しか し、昭和 52年 度は各務原市 (岐阜観測所 8ゝ9自 、大野町 (揖斐川町観測所 )は 80日 で他

の被害地 も中津川市 の69日 以外はすべて70日 以上であることか ら、本県における行動可能 回数の

激害区分は 70日 以上の範囲 と考 えた方が無難 と思われる。

5.5 マ ツ類の枯損と降水堂との関係

地蟹吾君壕畳母密を過 暑E?急 省『

の降水量が 700″″
4下

伽 域に激害地が見 られ1100秘 以上の

昭和 51.52年 度における6月～ 9月の積算降水量を表 -3に 示 した。

昭和 51年 は 9月の台風による異常降水量にようこれ らの値は極めて大 きか った。52年 は被害発

生地域には700筋 以下の地域 て美濃加茂市534秘 、中津川 市679柳 、八百津町 616″7)も みられるが

各務原市 (岐阜観測所 う、大野町 (揖斐川観nll所うな どは 830～ 880を 示 し70磁 ″以下の激害地域帯

か らはずれるな ど竹 下等の報告 とはやや異なった 。

また、県下全体的 にこの積算降水量 をみた場 合にはヤツノザイセンチ ュウ被害の発生は降水量の少

ない地域に多 く発生 す るおお ざっばな傾向がみられたが 、降水量 と被害 との間には強い関係は認め

がたい。

5.6 マ ツ類の結損 と海抜高 との関係

本県におけるマツノザイセンチュウ被害発生地の海抜高を示したのが表 -4で ある。

マツノザイセンチ ュウの校害は海抜高 25″ か ら300″ を越える標高差約 270″ 区間に発生 して

いるが、海抜高 200″ 以上の発生地 懸 都市 (海抜高 、270″ )と 中津ナ|1市(海抜高 、306″ )だ

けで、あ とはすべて海抜 200″ 以下の地域 であった。

マツノザイセンチュウ校害 と海抜高 との関係 については 1つ の広が りをもつ校害地域内であれば海

抜高 と被害発生の間に関連性がみ られるか も知れないが、散在する地点間ではそれぞれの地域におけ

るその他の環境等が大 きく異 なるため条件 が複雑になることが考 えられる。したが つて、このような

意味か らこの場合でのマツ類 の枯損 と海抜高 との間には全 く関係が認められなかった。

以上、マツノザイセ ンチュウ被害 と気温 、降水量及び海抜高等の関係 について検討 したが、マツノ

ザイセンチ ェウの被害発生 には植生 、地質 、土袋 、方位などのこの他の因子 も影響 していると考 え ら

れ降水量 や海抜高を合めた多元因子が気温 との相乗作用によつてマツノザイセ ンチ ュウによる枯損 と

関連 していると推測 されるので、今後 はこれ らの因子をも含めた多元解析が必要 と思 われる。
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表 -4  マ ノノザイセンチュウ被害発生地の海抜高

場 所 標   高 備 考 場 所 標  高 備  考

市

市

市

市

市

市

市

市

市

市

町

原

賊

浪

岐

　

　

那

　

濃

山

務

濃

治

津

百

各

美

瑞

土

多

関

恵

中

美

高

八

3 2 ″

6 5

1 5 8

1 3 0

9 5

5 4

2 7 0

3 0 6

7 9

5 7 3

1 1 3

○

①

①

○

〇

〇

〇

〇

X

×

○

畠 加

視

野

巣

嵩

児

町

坂 町

大 町

本 町

御 町

町

関  ケ  原  町

幡

呂

日

町

町

春 村

東  白  川  村

7 5 ″

7 6

2 5

3 6

1 2 8

1 0 0

1 2 3

2 1 7

3 6 7

1 1 0

3 8 0

○

○

①

○

①

○

×

×

×

×

×

注  ○  マ ツノザイセンチュウ検出地

× マ ツノザイセンチュウ未検出地

4   ま   と   め

岐阜県に発生 している マツ類 の結損原因を究明するため、昭和 51・ 52年 の 2か 年間にわたって

被害実態調査を行な った。

1.岐 阜県におけるマツ類の構損 はほとん どが マツノザイセンチ ュウによる ものである。

2.被 害 は現在のところ 15市 町に及んで いるが、とくに美濃州茂市か ら可児町 、御嵩町 、多治見

市、土llk市、瑞浪市に及ぶ地域 におお く発生 していた。

3,マ ツノザイセンチュウ校害の発生 には気温が大 きく関係 し、とくに 6月 か ら9月 の期間に高温

目が続 くと被害がおお くなる。

4.降 水量は マツノザイセンチュウ校害の発生 には気温 ほど大 きな影響を及ぼさないが 、6月 か ら

9月 の降水量が少 ない とわず かなが ら夜書が増加する傾向がみ られた。

5。 岐阜県におけるマツノザ イセンチュウ被害はなば40MB以 上の地域 に発生 しているので、無

被害地域で も40MB以 上になると突発的に発生 することが予想 される。

6.本 県 におけるマツノザイセンチ ュウ被善 は、海抜高 25″ か ら300″ に及ぶ標高差 270″ の区

間に発生がみられた。
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